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ロータリーは機会の扉を開く

えます。我がクラブでは、各分野において継続事業が多
く又現実結果を残しつつあるのが実情で有ります。その

辺の評価をいただきながらクラブの内容を精査して頂き

今後の参考としたいと考えますので、ご指導を頂きたい

と思います。

　成田ガバナーは学校法人の中で、医療衛生、救命医療

等の分野でご指導御活躍なさっていると聞いており、今

回の様な新型コロナウイルスにおいても一分野として関

連する学校ではないかと思います。我々単クラブとして

新型コロナウイルスにどの様な対応を取っていくのがベ

ストかなどもお話し頂ければ参考にさせて頂きたいと思

います。

　最後になりますがガバナーに

おかれましてはこんな時節柄

ロータリー活動のみならず大変

だと思います。お体に留意され

御活躍されます事を祈念し挨拶

とさせて頂きます。

◆日本ロータリー 100周年記念

　の鐘　成田ガバナー 点鐘
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 『成田守夫ガバナー公式訪問例会』    担当：役員

　本日は2600地区ガバナー公式訪問例会です。本日の
ゲストは　2600地区ガバナー、上田西ロータリークラ
ブ 成田守夫様、2600地区副幹事・上田西ロータリーク
ラブ副会長 下形眞生様、諏訪グループガバナー補佐 矢
島進様です。
　成田ガバナーの紹介をさせて頂きます。成田ガバナー
は、学校法人成田会理事長を務めるかたわらロータリー
活動をなさり、1989年上田ロータリークラブ入会、翌
1990年上田西ロータリークラブ移籍、1994 ～ 95年に
クラブ幹事、2014 ～ 2015年上田西ロータリークラブ
会長を務め、米山功労者、またロータリー財団おいても
マルティプル・ポール・ハリス・フェロー　各８回等々
素晴らしい活躍をなされております。
　今年度は新型コロナウイルスの影響でガバナーとは１
回面識はありますが言葉を交わした事が無く、先ほど別
室にて初めて言葉を交わさせて頂きました。
　成田ガバナーにおかれましては今年度新型コロナウイ
ルスの影響により、思わぬ苦労をなされている事と思い
ますし地区運営も大変な事ではないかと思います。
　さて、今回の公式訪問例会は岡谷エコーロータリーク
ラブが今年度初めてかと思います。大変名誉な事だと考

◆会長挨拶
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▪ラッキー№75　宮坂邦彦会員

▪ニコニコＢＯＸ

　  29件　34,000円 

▪出席報告 会員 47人 出席 30人

　　　　　 欠席 16人

　出席率 68.2％　訂正  78.7％

▪今週のプログラム　

　7月27日㈪  PM6:30

    マリオ／夜間例会

▪次週のプログラム　　　　

　8月3日㈪  PM0:00

    マリオ／ロータリー財団

◆ロータリーソングの代わりに

　「岡谷エコーロータリークラブ讃歌」

◆ゲスト・ビジター

 ・国際ロータリー第2600地区ガバナー　成田守夫様

 ・地区副幹事　下形眞生様

 ・諏訪グループガバナー補佐　矢島進様

 ・8月3日 11時～　理事会開催

 ・本日例会終了後 ガバナーを囲んで写真撮影

 ・27日 夜間例会／ 8月6日 酒食学 （出欠表回覧）

◆国際ロータリー 2600地区『地域振興』　―ロータリー

　から信州を元気に―　成田守夫ガバナー

　『ガバナー公式訪問は、ガバナー自身が2600地区内の

各ロータリークラブを、 個々のクラブ または 複数のク

ラブのグループとして、以下のような目的を持って 訪

問するものである。 

 ・ロータリーの重要な問題に焦点を当て関心を持たせ

　る。 

 ・弱体クラブ、あるいは問題を抱えたクラブに特別な関

　心を払う。

 ・奉仕活動参加へのロータリアンの意欲をかきたてる。 

 ・クラブの定款と細則が、ロータリーの組織規定を順守

　していることを確認する。 

 ・顕著な貢献をした地区内のロータリアンを、ガバナー

　自らが表彰する。 

　ガバナーあるいはガバナー補佐は、公式訪問の際にク

ラブ目標への進展状態を 確認すべきである。 

　訪問はガバナー出席の効果が最も高まるよう、加盟認

証状伝達式、入会式、 新会員オリエンテーション、プロ

グラム、表彰式、特別プログラム、ロータリー財団行事、 

都市連合会会合においては、ホストクラブに限らず、全

参加クラブを挙げての出席を強調すべきである。 

ガバナーはまた、地区がクラブをより効果的に支援する

方法について、クラブからの 意見を求めるべきである。』

と、ロータリー情報ハンドブックにあります。 

 

　私が公式訪問でお伝えしたい点は次の項目です。 

◦ロータリーの本質と使命の確認をし､計画と実行。 
・日本のロータリー１００年は、奉仕活動のリーダー
としての歴史である。  それ故、地域社会にとってな
くてはならない存在。 ・ロータリアンの提言、実行、
実現、信用、ネットワークの活用で自ら行動する。 

◦信州の産業と人材育成の輝きをロータリーから。 
・ロータリーメンバーの結束力、業界力、地域力を活
用。 ・１０年後の子供達のために帰る事のできる地
域(ふるさと)づくり。 

◦自慢のクラブ、そして地域社会から学び、未来を創り、
伝える。 ・自クラブの良さ、優位性を再発見し語り
合う。 ・楽しい、心地良い、行ってみたいから、応
援に行きたいまちへ。 

◦あなたの街、そして地域の魅力を語って下さい。
 ・２６００地区の自然環境、そしてアクセスの優位
性を見え、見せる工夫で  魅力ＵＰへ。 ・城跡公園、
蚕都、ロケ地、アニメ、スポーツ、食、高等教育機関
の集中等。 

 
  私達地域のロータリー活動は、世界に広がるネット
ワークとなって、文化間、言語間、 世代間、地域間に橋
を渡し、より良い世界のビジョンを共有しています。 
それ故に〝ロータリーから信州に元気に〟にする為に、
力強く行動して参りましょう ! !  

◆幹事報告

◆クラブ協議会


